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Abstract 

The Miomote River, which flows from the mountains of Asahi Massif and out to the Sea of 

Japan comprises of many levels of river terraces in the upstream area of Okumiomote. 13 

levels of terraces can be classified, which formed since the Last Glacial Maximum until the 

present. The relative height from the present riverbed of the highest Tar叫rnchiTerrace is 42 

m. The authors accompanied with archeological works by the Educational Board of Asahi Village, 

Niigata Prefecture, carried out terrace classification. 

The highest Tarukuchi Terrace formed at the Last Glacial Maximum and the lower 12 terraces 

are erosion terraces with a few meters thick of terrace deposits. No accumulation terraces 

can be found. These facts show that the terrace forming process was independent from the 

glacial eustasy since the Last Glacial Maximum. The relative heights of each terrace indicate 

the amount of erosion, due to the intermittent down cutting of the Miomote River. This may 

have been strongly controlled by the seismic upheaval of this area. 

In particular, 9 levels of strath river terraces formed around 6ka and 5 levels since about 

2ka. Old seismic records such as liquefaction, ground fracturing, landslides are found in some 

terrace deposits and/or terrace surface. The age of old earthquakes are around 6ka and 2ka. 

Active period of uplift and relative calm period of uplift can be recognized between the 

relationship with relative heights and age of the Holocene terraces of this area (as indicated 

from uplift rate curve). Between 6ka -5ka and since 2ka until the present were active 

periods, and between Ska -2ka was a relative calm period. The inconsistent uplift movement 

in the Holocene is a principle topic for prediction of earthquakes and clarifying detailed 

neotectomc movements. 
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1.はじめに
おくみおもτ

三面川は朝日山地を源流として，村・j二市で、日本海：に流れ込む。その上流部に建設された奥三面ダム

（アーチ式・堤高116m: 2000年10月から湛水を開始）の湖水域で， 1988年から1998年まで大規模に

遺跡の発掘調査が実施された。これらの遺跡は旧石器時代から縄文時代を中心とした奥三面遺跡群

（計19遺跡）として広く注目を集めている。遺跡はすべて河成段丘上に立地しており，筆者らは1993

年から遺跡、と段丘の関連について調査を開始した。その結果，約2.5万年前頃の最終氷期最寒冷期

（旧石器時代）から現在までに計13段の河成侵食段丘が確認できたD 山地内部における第四紀末期に

このような多数の段丘の存在が知られた例は貴重で，その形成史の解明は，遺跡成立時の古環境の推

定のみならず，山地プロック内部の河成段丘の成因を検討するうえで大きな意義をもっc 結論的に，

本地域の河成段正の形成は断続的な隆起運動に強く支配されたものであることが判IYjした。なお，遺

跡の時代はすべて朝日村教育委貝会奥三而i遺跡調査室による 2

2.段丘の地形区分と遺跡

奥三面地域の三面川沿いには，個々の段丘而はせまいが多くの段丘が発達し，そのJ-.には旧石器時

代から純文時代の遺跡が多数分布している。これらの遺跡は，朝日村教育委員会によって詳細な発掘

調査が実施されたc その結果この地域では段丘の形成と平行して 1万年以上にわたる純文時代の全期

間を通して人々の生活が営まれたことがIU］らかとなった口これは，人類の生活の場としての河成段丘

の意義の検討と同時に，遺跡をi時 lflJ ！~ih として段丘形成の過程を検討する i二で、も民話：な資料を提供する。

遺跡群と河成段丘分布の概要を 1~1- 1に示した。

奥三面地域では，段丘は大きく 3つのグループに区分され，それらを旧奥三rm集部胤辺を模式地と
して，高位から樽口段丘，アチヤ平段丘．坂巻段丘とよぶことにする。このうち，アチヤ平段丘は3

段，坂巻段丘は9段に細分される。段丘地形区分は，現地調査，空中写真解析．新潟県三面川開発事

務所作成の1/1000地形図をもとに行ったc これらの段丘と遺跡の関係を表ー 1に示した。この表の下

部に記した縄文時代の年代区分は佐原 (1992）による。

なお，アチヤ平段丘，坂巻段丘中の刻II分された段丘については，便宜的に遺跡の名称，あるいは地

形悶から読みとったその地点の際尚などを付記して，たとえばアチヤ平上段段Ji：，アチヤ平174段丘

(174は標高174mを意味するc 以下同様）というようによぶこととする包 IH輿：三両i集落周辺における

段丘而区分を図－ 2に示した。

2-1.樽口段丘
すえぎわがわ

三面川とその支流の末沢川の合流点南東斜而・樽口を模式地とし，三i両川北岸のガラハギなどに点

在して分布する，現在本地域で確認された最高位の段丘で、あるc 地形而の現河床からの比高は縛口で

42mで、あるoその地形而は，樽口では斜面上方からの崖錐堆積物の被覆，ガラハギでは地すべりによっ

て乱されており，識別は容易ではないc 樽口では旧石器時代，ガラハギではIEl"fi~得時代，縄文時代草

創期の遺物が出土する。
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国一 1 1昆可耐ダム湖水域における奥三面遺跡鮮の分布（朝円村教育委員会， 1996)



表ー1 奥三面地域の段正と遺跡の関連

段丘 下流場 坂巻・沼ノ沢 アチヤ平・旧三面・樽ロ 元屋敷～長通 段丘形成時代

樽 14C35900+ 同C26380土190,AT 最終氷期

ロ段丘 回ラハ胡l白石器・草創期 旧石器摘口上樹 最寒冷期

ア 中期

チ 草創期 園
ヤ段 樽ロ中尉 暴淵対岸219

． 

平丘 前期 叫C1朗30土170 草創期 早期末 前期 早期 前期 ． 

~ 旧小中学校 伊チヤ平上倒 陶口下劇 医酉園匿週 草創・早期

前期 Z事創期 早期 縄

｜アチヤ平中段11 陣屋敷上岡~ 文

品‘
前期 後期 前 時
伊チヤ平中段量 民屋敷下樹 期 代

塩 早期 前期 前期 後期 中期 中期 ． 

医亘函 霊童176 置亙177 ！アチヤ平下創 圃匡週
巻 後期

． 
． 

匿量 匡亙175 アチヤ平174 ’ 
段 ，．ーーーーー－--.・－-－司，ー．，晴晴曹冒帽ーーーーーーー骨骨帽....胆 骨骨－... -~ーーーーーーー・司ーーー岬・， E ，ーーーーーーーーーーー ーーーーー．，ー・・曲圃・・ a・ー骨・・・・ーーーーーー－-－・・

． 
丁14C1630士即日40土90 中期・弥生

ft 坂巻171 沼ノ：R113 アチヤ平173 団 189 首、

三又187 生 ． 

壊巻168 アチヤ平170 二文182 以

坂巻166 ニ又181 後

坂巻165 ニ文180

現河床高度（m) 161-162 163 164 176 

縄文時代草創期；12000-10000年前早期：10000-6000 前期：6000-5000 中期：5000-4000 盛期：4000-3000 晩期：3000-2300

弥生時代：230か1800. 仁ゴは遺跡地地する段丘時代は最古の遺物を示す．
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Ach-1 7チヤ平上段段丘
Ach・2 ？チヤ平中段1段丘
Ach-3 アチヤ平中段2段丘
Ach-4 7チヤ平下段段丘
Ach174 アチヤ平174段丘
Ach173 7’チヤ平173段丘
Ach170 7チヤ平170段丘

＊ 縄文時代前掲地震痕

図ー2 旧奥三面集落周辺部の段丘面区分
而区分は表一 1参照，二又遺跡の位置は図ー 1を参照， Aは崖錐・土石流堆積物



2-2. "l7チヤ平段丘

三而川と末沢川合流点のアチヤ平を模式地とし，本調査地域の全域にわたってやや広い明瞭な地形

而をもっ，指標となる段丘である（PLATEI -1, 2) a現河床からの比高は20～30mで， 3段に細分
11んどうひら 〈ろふち hきのきわ ながどお

される。本段丘面上に立地する下ゾリ，アチヤ平上段，樽日中・下段．本道平，黒淵，脇ノ沢，長通

りなどの遺跡では縄文時代草創期から晩期にわたる遺物・遺構が認められているc

2-3.坂巻段丘

旧奥三面集落対岸（三面川南岸）のアチヤ平，沼ノ沢，坂巻遺跡分布域を模式地として，調査地域

の中・下流部に狭長に分布する。地形面は明瞭で，現河床からの比高は2～17mである。本段丘は9
やさぶろうたでいわ まえだ Lた もと

段に細分され，上位の5段には弥三郎，竪岩，坂巻，沼ノ沢，アチヤ平中・下段，前回，下クポ，元
や I..-' うわむか ふたまた

屋敷上・下段，上向い，二又遺跡などが立地し，これらには純文時代前期から弥生時代の遺物・遺構

が認められているD 下位の4段には遺跡は確認されていない。

3.段丘の形成時期

本地成の段丘は，遺跡の発掘調査をもとに，その形成時代を詳しく解．明できたロそれは地形面・堆

積物の詳細な区分と遺物・遺構との関係，さらに•4c ，テフラなどの年代資料に基づいているc

3-1.樽口段正

旧石器を産出する本段丘は図一 3に示したように，旧石器包含層中に広域テフラATを挟在し， AT

下位府の•tc 年代が26380± 190yBP. (Beta-87682）の値を示す（朝日村教育委員会， 1996）。これら

から本段丘は最終氷期最寒冷期頃に形成されたことがわかるD なお，ガラハギ遺跡が分布する本段丘

では図ー 3 に示すように，段丘磯層上位のビート質粘土府中の木片で•tc 年代，＞35900 (Gak-18168) 

の値がえられている（朝日村教育委員会， 1996）。

3-2. "l7チヤ平段正

本段I王に分布する遺跡の最古の時代は，樽日中段遺跡の純紋時代草創期で，つまり，この時代以前

にアチヤ平段丘のすくなくとも一部は形成されていたことがわかる。また，旧三面小中学校段丘堆積

物のピート質粘土層（図－ 3）は， 14C10830± 170yBP. (Gak-18167）の年代値を示す（朝日村教育

委員会資料）。この而はアチヤ平遺跡が立地する而（Ach-1)に対比できる。これらから，本段丘は

純文i時代草創期から早期にかけて形成されたと推測できる。

3-3.坂巻段丘

アチヤ平段丘より低く， 9段に細分される坂巻段丘の形成JUJは，純文l時代からごく最近にまでわた

る。ここでは主に遺物の時代と造物包含層の関係から段l王形成時代の推定を試みるD この際，遺物が

段Ji:.tif：積物の中に含まれるか，段丘形成後の旧地表耐iに存在するかで，その意味が大きく異なる。可

能な｜促りそれを確認するように努力したが， r!iく発掘した遺跡；では不明なことも少なくなし、したがっ

て．月f~秘物 1+1からの産出が確実なものは，そのように記述し，不19］な場－合は単に＊＊段丘からの産 II\

と記述する。
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図－ 3 主要な段丘年代資料
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アチヤ平における段丘と遺物産出の関係を模式的に図－ 4に示した。アチヤ平＂＇段 1段丘は，この

段JiJft刷物基底の埋没旧斜面で純文時代早期末～前期I前半の遺物が産lHし，段Ji:!ft.積物rjtに前期前半

の遺物が合まれる口したがって，アチヤ平中段 1段丘は，純文H寺代前則前半にできたことがわかる。

lliJ械に，アチヤ平qt段2段丘は，この段丘堆積物恭底の理没旧斜而とJftfi'l物＂Iからそれぞれ純文時代

jjljJUJ後半の遺物が産mし，この段丘は縄文時代前期後半の形成であることがわかる。
これより l段低いアチヤ、｜乙f段段Ji：からは，縄文時代後則前半の逃物がでるが，この段丘に対比で

きる坂巻遺跡；の段l王からはr1fiWJ後半の遺物がみつけられている。したがって，これらの段丘は純文時

代前JYJ後'I'：の形成と推測されるc

さらにこれより 1 段低い沼の沢遺跡175段任は，縄文時代•1•則の遺物を脱出するので，前期末から

"I JVjのlllJの形成と推測できる。
その 1 段低｛立の：又遺跡189段丘は，本沢川右岸に分布する段丘で， Jft航物｜二郎の砂l~中から弥生

時代，，, JVJの遺物が応II¥するc この段丘に相当するアチヤ平けLI三HJJ ?Ml）の段.G:Jffi続物（｜ヌI-3）の

ド部とljt自｜；に合まれる木n・の11c年代はそれぞれ， 1840±90(Gak-18166), 1630±80yBP. (Gak-18165) 
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図－ 4 アチヤ平遺跡、の段丘と遺物産出の関係．

2' 4：堆積物基底から遺物出二l二， 3' 5：堆積物中から遺物出土
1 ' 6：表土から遺物出土

の値をえた（朝日村教育委貝会資料）。

以上をまとめると，アチヤ平中段 1段丘が純文時代前則前半の約6000～5500年前頃，アチヤ平中段

2段丘とアチヤ平下段段丘が同前JUJ後半の約5500～5000年前頃，沼の沢遺跡、175段丘は前期末から中

期の約5000～4000年前頃，二又遺跡189段丘が弥生時代中期の約2000年前頃に離水したものと確認，

推測ができる。

これより低い4段の段丘は，すでにのべたように遺跡の存在が確認されず，弥生時代以後現在まで

の約2000年間にできたものである。樽口・アチヤ平周辺における段丘模式断而を図－ 5に示した。

ACHYA・DAIRA 

Ach-1 
ィ竺~－－－ .11!1退届軍坦坦

ヨai ・、
g> r-;, 

j百：

I 円

"0:: 

図－ 5 樽口・アチヤ平周辺の段丘模式断而図，而区分は表－ 1，図一 2を参照
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4.段丘の形成過程

従来，日本列島の段丘の形成は氷河性海面変動，あるいは気候変動との関連で考えられる傾向が強

かった。それは， 1950年代に明らかになった氷河性海面変動の衝撃が大きかったこと，また，おもに

高緯度のヨーロッパ大陸（安定地塊）で発展した気候地形学の影響を強くうけたことによると思われる。

しかし，中緯度モンスーン地帯で新期変動帯に属する日本列島の内陸部に発達する河成段丘の成因

について，どのように考えたらよいのであろうか白

図－ 6は，三面川と末沢川合流部の旧三面集落周辺部における段丘面の現河床からの比高（縦軸）

とその形成年代（横軸）の関係を表わしたものであるD この図をもとに，上の問題について検討を加

えたい。図－ 6から次の3点を読みとることができるD

1 ）最終氷期の最寒冷期＝最大海面低下期（約2.5万年前頃）に形成された樽口段丘は，この地域で

現在確認できる最上位の段丘で，現河床からの比高約42mを示すc

2）樽口段丘の形成後，現在までに計12段の段丘が識別できる。なおこれらは，すべて堆積物の厚き

が数m以下の侵食段丘（strathterrace, rock terrace）である。

3) 9段に細分される坂巻段.I王は，約6千年前頃の縄文時代前期から現在までに形成されたc このう

ち低位の5段は，弥生時代中期以後の約2千年間に形成したものである。

また図一 7に，最終氷期最大海面低下期～現在の海水面i変化曲線（Fleminget al. , 1998）を示し

た。図－ 6と図一 7を比較して，次の考察を加えた。

まず第 1に，約2.5万年前のAT降灰期頃（最終氷期最大海而低下期頃）に離水した樽口段丘商の

現河床からの比高は42mで，これはこの段丘形成後の三面川の下方侵食の結果である。この侵食の原

因を，最大海面低下即jから現在までのlOOm以上におよぶ海面上昇とひきつづく海面安定に求めるこ

とは不可能で，調査地域の侵食作用は氷河性海面変化から独立した現象であることを意味する。すな

わち，侵食の原因は，この地域の隆起運動を反映したものとみることが最も合理的である。

第2に，樽口段丘の形成後，現在までに12段の段丘が形成し，これらがすべて侵食段丘であること

は，三面川の下方侵食作用が「断続的Jに進行したことを意味する。

段丘地形が，段．庇面と段I王肢から構成されることは自明で，侵食段丘の形成過程についてみれば，

侵食（段丘）面の形成は河川の側方佼食，一方，段丘崖に記録された河川の下方侵食は，なんらかの

原因にともなう侵食の復活・ 1!11春（rejunevation）による。それぞれ一時的・局所的に，「河川の平

衡状態（側方侵食の進行）と非平衡状態（下方侵食の進行）Jを記録したものとみなすことができょ

うc ちなみに，前者は相対的に長時間，後者は短時間の現象と解釈される。このような作用が頻繁に

くりかえされた（過去6000年間で9回，うち過去2000年間で4IHI）結果，現在奥三面でみられる，階

段状の侵食段丘群が形成した。

ちなみに，北海道の沙流川上流の日向町右左府では，明瞭な選急点の上流の岩盤が露出する河床が

人為的改変がおこなわれなかったにもかかわらず， 1961～1991年の30年間で7m低下したという（古

山・柳閏， 1995)0これは，河川の選急点、上流の下方侵食が予惣外に早いことを示す事例とみられる。

ここで，河床面を離水させた侵食の復活の原闘が問題となる。河川における侵食の復活は，一般に

隆起・傾動・断層などの地殻変動，海而変化，気候変化などによって発生するとされている（小池．

1996）。少なくとも，調子正地域におけるかぎり，気候段丘の指標となる厚い層厚をもっ堆積段丘は確

認できず，海面変化から独立した現象であることはすでにのべた。したがって，結論として筆者・らは，
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奥三面地域におけるこの原因を断続的な隆起運動を主体とする地殻変動にもとめることがごく自然と

判断しているD もし気候変化にともなって，三面川の流量に変化があったとしても，それは図－ 6に

示された段丘の形成過程に対しては，副次的な影響をもったにすぎないであろう。

つまり，各々の侵食段丘耐の現河床からの比高（それぞれの段丘形成後の侵食畳）は，ほぼその地

点の隆起量に相当すると見積もることができるc

5.奥三面地域の段丘の形成とネオテクトニクス

以上の記述をもとに，調査地域の侵食段丘の形成過程．からみた奥三面地域の第四紀末期の地殻変動

（隆起運動）について考察をくわえる号

5-1.山地隆起速度の変遷：相対的「活動期jと「静穏期J

同一 6で，段丘の形成の経過を詳しく検討できる完新l仕の過去約 1万年間をみると，段丘に記録さ

れたこの地域の陵起巡動に相対的な「活動期Jと「静穏JUJ」を認めることができる。すなわち純文時

代前期初頭の約6000年前年iにできたことが確認されているアチヤ平中段段丘の現河床からの比両は17

m，坂巻遺跡で縄文時代前期後半の土器の産出から5000年前より少し古い時期にできたと推測される

段丘の比高は14m，二又逃跡が立地し，段丘堆積物の上部の砂層中に純文時代中期と弥生時代中期の

i：器をふくみ，約2000年前頃に離水したと推測される二又189段丘の比高はllm，アチヤ平の西側で

海地を形成し現在は段I王化（アチヤ平173段丘：比高lOm）した堆積物中のピート層の14c年代が1840

±90, 1630±80y.BP.を示す（朝日村教育委員会資料）＝これらを整理すると，縄文時代前期の約1000

年間で3m，ひきつづく純文時代中期～晩期の約3000年間で3m，その後弥生時代から現在までの過

去約2000年間で；llmの侵食祉を記録している。これは本地域の隆起運動が決して一様に進行したもの

でなく，相対的な「活動期」と「静穏期Jが存在したことを滋味する。すなわち，縄文時代前期の約

1000年間と弥生時代以後の約200011~聞が「活動期j で，純文i時代rp .後・晩期は相対的「静穏期」に

あたる。この静穏期は，二又遺跡、で純文時代中期から弥生時代中期までの約3000年間にわたって，ほ

ほ河床部，あるいは氾自主Jjj（のような状態が連続したことにもあらわれている。

5-2.断続的隆運動と古地震

これまでに奥三面地域では，少なくとも縄文時代前期初頭の約6000年前頃と縄文時代晩期末（約2300

年前頃）後の2匝｜の古地波浪が確認されている（高浜ほか， 1998）。ここでは，その概要を記す。

アチヤ平遺跡における縄文時代前期初頭の古地震痕

約6000年前頃の古地提痕は，アチヤ平上段段丘で認められ，砂，礁の噴出をともなう液状化と地割

れ・地すべりをおこしているc

PLATE II -1, 2はアチヤ平上段遺跡で、縄文時代前則前半の遺物包含層を貫く液状化による礁のl噴出

マウンドを示しているD この特徴は図－ 8に模式的に表わしたように，マウンドの中心部では長径30

cm以上もある花I商岩の巨傑が直立し，外側に向かつて際が倒れこむような配列をしている。さらにマ

ウンド礁の下位に外側から中心部に傾斜して連続する黒土がみられる。礁の直立と外側にむかうドミ

ノのような倒れこみは，液状化l噴出傑の特徴である（Takahama,et al., 2000）。黒土の連続は，液

状化にともなう引きこみ（大塚ほか， 1997; Takahama, et aし， 2000）によるものである。
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図－8 アチヤ平遺跡にみられる液状化・噴喋マウンドの模式図
礁の噴出とひきつづく黒土の引きこみ

また，この液状化墳諜マウンドから数m離れた段丘聞の縁で、は長さlOm以上の半月形をした地すべ

り亀裂がみられる（PLATEI -3）。亀裂は3条みられ，写真から明らかなように外側に向かつて階

段状に落ち込んでいる。地すべりは段丘基盤の新第三系泥岩中で発生している。亀裂の底部には

PLATE I-4に示したように縄文時代前期初頭の土器をともなう赤く変色した焼土がみられ，約6000

年前の人の生活のようすが伺われるとともに，その時期には地すべり亀裂ができていたことがわかる。

この地震が発生した時期はアチヤ平中断段丘が河床のころで，その段丘喋層の中に．直上で発生し

た地すべりの堆積物である第三系泥岩の角礁が含まれている。

元屋敷遺跡における縄文晩期末後の液状化跡

元屋敷遺跡、では縄文時代晩期末の遺物包含府・遺構而にPLATEII -3, 4に示すような，平岡形でリ

ングタイプ，断面形で斜めにつながるパイプ型の液状化跡がみられるc外側の砂は下位の砂層からの

貫入で，内部の黒土混じりの物質は上から引きこまれたものである。この液状化は，縄文時代晩期末

の遺物包含層の上位の黒土を引きこんでいることから，縄文時代晩期末後に発生したことがわかる。

断続的隆起運動

坂巻段丘は約6千年間に9段，とくに最近の約 2千年間で4段の段丘を形成し個々の面の比高差は

ほぼ1～2mである。これらは， M7クラスの内陸直下型地震の変位量とほぼ規模が等しい。また単

純計算での「変動の再来間隔Jは500年となる。したがって，筆者らはこれらの段丘が断続的な地震

性隆起運動を記録した「地震・変動の化石」の可能性が高いと解釈している。

5-3.奥三面地域における第四紀末期の変動

これまでのべたように，奥三面地域における第四紀末期の地震をともなう隆起運動が河成段丘に記

録されている可能性が極めて高いことが明らかになったc

一般に第四紀の地殻変動は「等速度で進行」するとみられ（たとえば， Sugai,1997），活断層の活動

の－予測にあたっても，これが前提とされて調査がすすめられている。しかし奥三而地域でみるかぎり，

すでに図－ 6の解析をもとにのべたように，相対的な「活動期」と「静穏期jをもちながら変動が進

行している。これは活構造運動や地震（災害の）発生予測に基本的な問題を提起するものである。

奥三而地域における完新世のこのような変動の経過が，ごく局所的な特殊例か，あるいはより広く

認められるものであるか，今後他地域との比較検討が課題である。
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向上断而．外側の砂は下位の砂屑からの貫入， 11.1部の黒土混じりの物質は卜
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6.おわりに

内陸部の河成完新世段丘は，これまで「i1l1積段丘Jと一括して区分され，その実体・成因について

詳しく検討される機会が少なかった。しかし河成段丘は．丘陵・ lll地部においては，この時代の地質・

地形現象を記録した貴重な検討対象である。

とくに，本報でのべたように，侵食段任はその地域の断続的隆起運動を記録した可能性が高い。こ

のような観点から，筆者らは信濃川流域をはじめとして各地域の完新世段丘の調査を進めている（た

とえば，安井・信濃川ネオテクトニクスHI体研究グループ， 1999；渡辺・信濃川ネオテクトニクス団

体研究グループ， 2000；大塚・信濃川ネオテクトニクス団体研究グループ， 2000，高浜・信濃川ネオ

テクトニクス団体研究グループ； Choiet al. , 2000）。これらは時間取IIとして， 卜部ほか（2000)

が報告したように新潟地域で新しく見いHiされた更新世末期以後の広域火山灰を利用したものである。

現段階では，他地域の完新世段1王の解析においても基本的に奥三面地域と同じーたとえば，段丘の形

成が氷河性海面変動から独立した｜提起述動を反映したもので，隆起速度もl時代によって変化するなど

－結果をえている。
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